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2025 年度 事業計画 

自 2025 年４月 １日 

至 2026 年３月 31 日 

 

 

中小企業・小規模事業者は、少子高齢化・人口減少による影響や人手不足、経営者の

高齢化・後継者不足、賃上げ、原材料・エネルギー価格の上昇、ＤＸ対応、円安水準など

の課題を抱えています。日本商工会議所は、2025 年度事業計画として「中小企業の人手

不足への対応と稼ぐ力の強化」「人と企業が輝く地域の創造」及び「商工会議所機能の強

化」の３点を重点項目に位置づけて取り組むこととしています。 

 

愛知県では 2024 年 10 月に STATION Ai がオープンし、2026 年の愛知・名古屋アジ

ア・アジアパラ競技大会や 2028 年の技能五輪国際大会など、世界と大交流する愛知を創

り上げるビッグプロジェクトが計画されています。 

常滑市域では、空港と伊勢湾岸自動車道路を直結する西知多道路の整備が進められて

おり、中部国際空港セントレアの代替滑走路の整備も始まります。また、オープンイノベ

ーションを通した実証実験・あいちデジタルアイランドプロジェクトが空港島及び周辺地

域で実施されており、本年９月には愛知県国際展示場でツーリズム EXPO ジャパン 2025

愛知・中部北陸が初開催されます。市においては、地域経済の活性化と観光地とこなめの

魅力向上を目指して、本年 1 月から宿泊税が導入されました。 

 

商工会議所は、商工業の発展と地域振興を目的とする地域総合経済団体として、経営支

援活動、地域振興活動及び政策要望活動をミッションにしています。 

常滑商工会議所は、こうしたことを踏まえ、行政や経済団体など関係者の皆さまと連

携を強化しながら、「会員の稼ぐ力の強化」「地域振興プロジェクトの推進」及び「会議所

機能の強化」に取り組んでまいります。 

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

皆さまに信頼され、ご利用いただける 

～常滑の元気の源となる商工会議所を目指して～ 
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【重点施策】                                  

１ 小規模事業者への伴走型支援（継続）                      

小規模事業者が直面する個々の経営課題に対して、職員が寄り添いながら適切な解決

策を事業者と共に考える伴走型支援を推進する。同時に、事業者が抱える本質的な課

題の気づきを促し、内発的な動機づけにより課題解決に至るよう側面的に支援する。 

 

２ 会員交流会の開催（拡充）                            

  会員の委員会・部会活動への参加意識の向上と会員相互の輪を広げるため、委員会・

部会の枠を超えた（仮称）会員全体交流会を開催する。また、新規会員には、人脈を

広げる場、情報交換の場として新入会員交流会を開催する。 

 

３ 会館利用者の利便性向上（新規）                         

  会館利用者の利便性向上を図るため、会館のトイレ改修や照明の全面 LED 化などリ

フォームを行う。また、館内に災害用備蓄品を確保するなど大規模災害に備える。 

 

 

【主な通常施策】                                

１ 中小企業相談業務                              

（１）販路開拓・マーケティング支援（継続） 

FOOD STYLE やメッセ名古屋等への出店を促進し、ビジネス拡大や販路開拓、商品・

サービス開発に取り組む。また、商品力やマーケティング手法、品質管理など視察やセミ

ナー等を通して総合的に支援する。 

 

（２）若手経営者の育成支援（継続） 

市内外を問わず意欲ある若手経営者を募集し、外部講師を招き第３期若手経営塾を開

講する。また、卒業後、塾生有志によるイベント企画や商品開発などに取り組む。 

 

（３）創業者の支援（継続） 

開業率の向上や地域活性化を図るため、市や金融機関等と連携して相談窓口の設置やセ

ミナーの開催、特定創業支援事業（創業相談会、個別創業相談）などを行う。 
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（４）事業承継の支援（継続） 

事業承継引き継ぎ支援センターから専門家を招聘し、親族内・従業員・M&A の相談の

場を設置する。また、事業承継計画を策定し、円滑な事業承継を支援する。 

 

（５）働き方改革の促進支援（新規） 

働き方改革の取組に関する周知、業務効率化に向けた専門家指導、好事例の収集、販

路拡大支援を行う。 

 

（６）経営管理の支援（継続） 

創業者をはじめ個人事業主の決算書や確定申告書の作成を支援する。また、経営分析

により経営改善を図る。 

 

（７）災害発生時への備え（継続） 

市と共同して事業継続力強化支援計画の認定を取得し、会員の事業継続力強化のための

取り組みを支援する。 

 

２ 委員会・部会・青年部の活動                         

（１） 委員会活動 

ア 会員拡大特別委員会：会員満足度の向上と会員数の増加に取り組む。 

イ 人づくり委員会：職業講話と健康経営の推進（補助金支給）に取り組む。 

ウ 経営企画委員会：県・市等への要望内容を検討する。 

 

（２）部会活動 

ア 陶磁器業部会：業界３組合の事務の効率化支援と宜興友好団来日へ対応する。 

イ 工業部会：先進事例の視察や研修会を開催する。 

ウ 商業サービス業部会：市や観光協会等と連携し、賑わい創出や魅力創造を目的と

したイベントを開催、先進地視察を行う。 

 

（３）青年部活動 

スローガンを「深謀遠慮」～遠くをはかる者は富み 近くをはかる者は貧す～とし

て、各種事業を行う。 
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３ 行政や関係団体との連携                            

（１）常滑市生活応援クーポン事業（新規） 

物価上昇の影響緩和のため市が実施するクーポン券発行事業に、会議所として取扱店舗

の募集や換金業務等を行う。 

 

（２）空港島来訪者の市街地への誘客（継続） 

空港島で開催されるイベントや MICE 情報を会員へ提供するとともに、市街地で魅力

あるイベントを企画し、空港島来訪者の市街地への誘客を図る。 

 

（３）あいちデジタルアイランドプロジェクトとの連携（継続） 

空港島及び周辺地域において県が実施する「あいちデジタルアイランドプロジェクト」

について、会員向けに新技術の紹介やプロジェクトへの参加支援を行う。 

 

（４）常滑焼まつり・花火大会の開催（継続） 

第 59 回常滑焼まつり協賛会及び花火大会の事務局業務を行う。また、常滑焼のオフィ

シャル販売サイト「TOKONAME BRAND with 常滑焼」を運営する。 

 

４ その他                                    

（１）デジタル化・DX 化・ペーパーレス化の推進（新規） 

TOAS（商工会議所トータル OA システム）を全面導入し、事業所データの一元管理に

取組むとともに、オンライン会議の開催や WEB フォームでの申込受付、会員のメールア

ドレスの収集に努める。また、常議員会等のペーパーレス化（資料はスクリーン表示、自

前のタブレット等に資料をダウンロード）を試行的に実施する。 

 

（２）健康経営の推進（新規） 

健康経営に取り組む会員事業所を増やすため、商工会議所がネクストブライト 1000 取

得を目指して取り組む。 

 

（３）積極的な情報発信と意見収集（拡充） 

SNS（Instagram・LINE）や会議所だよりを活用し、有益な情報や会員情報を発信する

とともに、会員の商品やサービスを紹介する「必撮！とこなめ取材班」を設け、会議所だ

よりや Instagram で発信する。また、会議所への意見収集のため、会議所ホームページに

ご意見コーナーを新設する。 

 




























